



昭和55年 度より小学校学習指導要領の改訂にともない,そ の改善方針 として,厂 小学校にお
いては,音 楽を学習する喜びを得させ音楽的な感覚を養う。」 とある。また,具 体的事項には,
五領域(基 礎 ・鑑賞 ・歌唱 ・器楽及び創作)を,「 表現」及び 「鑑賞」の二領域に整理統合 さ
れ,鑑 賞領域は,「 進んで音楽を聴 こうとする意欲を高めることを重視 しながら,「 鑑賞」の
領域を整理して構成する。」 という内容が掲げてある。
鑑賞教育においては,進 んで音楽を聴 こうとす る意欲を高め,聴 くことによってより深 く音
楽を理解すると同時に,「 表現」の充実をも配慮しながら教育をおしすすめなければならない。
鑑賞と表現とは,表 裏一体であり,っ ま り,優 れた鑑賞者 こそよりよき表現者 となり得るので
ある。ただ単に,音 楽鑑賞をレコー ドによる鑑賞のみに終 っては,充 分な理解はおろか,児 童
の音楽的資質の進展 もあり得ない。児童が,音 楽を心から楽しみ真に音楽的な発達をす るなか
で,豊 かな生活の営みができるよう育成する鑑賞教育を,推 進せねぼならない。
James,L,Mursellは,音 楽鑑賞について次のように述べている。r鑑 賞とは,児 童達に音楽
を愛好する心情を喚起させ,音 楽をよ り深 くよ り賢明に育 くんでいこうとする音楽教育の推進
力である。」 音楽を学習しようとす る意欲は,先 ず音楽を聴こうとする態度から生じるもので
あり,鑑 賞により,個hの もっ音楽性をよび起 し,興 味かっ創造的な働きが うながされるので
ある。音楽鑑賞においては,音 楽美を味わわせることから出発せねぼならない。児童が,そ の
美に接 し,感 動を深め感受性を高めるとと毛に,音 楽美に含まれる要素は何かという疑問から,
音楽の構造 ・形式 ・リズム ・旋律 ・和声 ・速度 ・音色 ・フレーズ感 ・強弱などの理解へと導 く
ことが大切である。音楽美にあこがれ,児 童自身が音楽を創 りだそうとする意欲をか きたたせ,
生活を豊かにうるおいあるものにすることが鑑賞の役割といえよう。また,音 楽鑑賞は,音 楽
の学習のあらゆる面に結びっいた ものであり,音 楽を聴きそれに反応する能力がなければ,歌
唱 ・器楽の表現の育成 も難 しく,ま た,創 作においても創造性あるものが生みだされない。音
楽鑑賞は,音 楽を理解す る上で,音 楽に対するあらゆる感覚が築かれる基礎となっている。い
わば,音 楽的成長のために欠くことのできないその中核 となす ものである。音楽鑑賞にあたっ
ては,常 々,児 童の音楽的能力を理解 しておかねばならない。また,児 童の音楽的発達にとも
ない,鑑 賞教材の研究及び指導内容を検討 し,各 学年に即 した指導計画の立案をたて実践する
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ことである。音楽の聴 き方は,児 童それぞれの音楽能力の違いによりかな りの差がある。幼児
や低学年においては,旋 律を口ずさんだ り,リ ズムを感じながら聴 くことによ り,感 覚的に音
楽をとらえようとす る。然 し,中 学年,高 学年と進むにっれ音楽的な理解 も深まり,音 楽の構
成の理解,作 曲者あるいは演奏者の音楽表現を追求するようになる。このように鑑賞において












力を把握し,適 切な鑑賞教材を選択 し,選 択された教材はなかみの濃い指導内容のもとに指導
されることによ り,児 童の音楽能力の開発へとっながるものである。
n子 どもの発達と音楽鑑賞
音楽鑑賞を行 う場合,子 どもの発達を考えずしてその効果は求められない。 「児童,生 徒の
発達段階に応 じて」という言葉がよく使われる如く,子 どものもっ音楽的諸能力,ま た,精 神
的,肉 体的,あ るいは社会的な発達の総合理解のなかで,教 材,指 導内容などを研究すること
が大切である。人間の発達は,未 分化一分化一統一 というプロセスで発達するといわれている
が,初 等教育における低学年では,心 身 ともに幼児期の延長的特色を示 し,ま だまだ未分化な
部分が残されている。このような時期に,知 的あるいは分析的な鑑賞方法で指導したところで,
理解が深まる鑑賞とはなりえないのである。この頃は,感 覚的刺激を通して音楽を聴いて生活
する間に,徐 々に育っていく自然教育の中か らその基礎が育 くまれるのである。また,音 感や
リズム感覚などは,2～3歳 ころから既に発達し,6～7歳 になれぼその発達が一一層顕著にな
るといわれている。このリズム感覚も,速 い リズム,遅 い リズム,単 純なリズム,複 雑なリズ
ム,強 いリズム,弱 い リズムなどさまざまであ り,そ の楽曲のもっ特徴あるリズムを,鑑 賞の
中か ら感覚的に理解することか ら始めさすことである。旋律感の理解にっいても,音 楽の流れ




い。 リズムやメロディーを身体全体で感じ,調 子をとって楽しむことが,低 学年の特徴である。
まだ未分化な時には,身 体の一部分での反応するよりも,心 の動 きは全身で行 うのが常である。
子 どもの運動能力の発達は,「 頭から足へ」 と 「中枢から未端へ」の発達が二大原則 とされて
いる。ある楽曲を聴 き頭で感じたままを素直に身体表現さすことによ り,一 層鑑賞の効果があ
げ られるであろう。音楽鑑賞により,最 初から高度な音楽的能力の開発を求めることは,未 分
化な子 ども達にとっては,望 めないことであ り,ま してや低学年か ら,静 かな状態でおとなし
く鑑賞さすことは,大 変難 しいことである。低学においては,特 に リズム感覚及び楽 しさをと
もなった鑑賞教材を選択 し,身 体表現を重視する指導を行うとともに,音 楽的感覚を養 うこと
が大切である。学習指導要領によれば,鑑 賞に対する指導内容の目標に,身 体反応をしたりと
か,リ ズム,旋 律,速 さの特徴に気をっけて鑑賞することを目標 とされている。このことは,
低学年時の子 どもの発達を考えた上での 目標であ り,指 導に際しては,そ の目標に従 って実践
にあた らねばならない。音楽を愛好する心情 を育てる第一歩としても,低 学年の鑑賞のあり方
が,如 何に大切であるかを充分認識するとともに,音 楽とともにあることが,楽 しくてしかた
がない とい う環境を作 らねばならない。
中学年 ともなれば,そ れまでの未分化な状態から分化の方向へと進んでいく。集団に対 し強
い意識が働 く時期で もあり,学 校生活においても,何 かの目的をもって行動するようになる。
また,そ れに加えて創造的な働きが増す時期でもある。身体的にも益々活動的 となり,低 学年
に較べれぼ一段 と成長する。音楽の学習においても,た だ単に音楽を楽 しむことか ら脱皮し,
音楽をより理解 しようとする態度が身にっく。また,集 団の中で自分 と他人 との比較,物 事へ
の疑問などによって知的な欲求 もあらわれ,音 楽鑑賞においても,音 色や楽曲の特徴などを意
識 しなが ら聴 くようになる。また,そ の楽曲がどのような楽器で演奏されているか興味をいだ
いた り,他 の楽器 と比較 して聴き分けることに対 し興味をもったり,楽 曲が どのような演奏形
態で奏されているかなど,か なり鑑賞曲に対する聴 く内容が豊富になる。低学年のように,感
覚的に音楽をとらえようとすることから,音 楽の表現が,ど のような形で創造されているかと
い う興味をもちは じめるのが,中 学年の特徴 といえよう。これは偶然に表われるものでなく,
低学年か らの音楽学習の積みあげと,中 学年に達 した時の心身の発達にともなって表出される
ものである。低学年から中学年にいたっての発達にともない,鑑 賞に際 し,楽 曲の選択,指 導
内容,評 価など低学年における感覚的なとらえ方から,一 段 と進んだ ところへ主眼をおかねぼ
ならない。低学年においては,厂 リズム」 「旋律」 「速さ」など鑑賞の中で自然に身にっける
学習を積んでいる。中学年においてもよ り一層理解を深めるとともに,楽 曲を特徴づけている
要素にも気ずかせることも考慮しなけれぼならない。また,曲 の形を理解さすためにも,主 な
旋律を笛で吹かせた り,時 には指導者自らピアノ演奏し,主 旋律が,ど のように発展 して曲が
まとめられているか とい う聴 く力を養 うことも大切であろう。また音楽的な発達にともなって,
鑑賞教材の楽器の音色などに興味をもちはじめる。中学年の鑑賞共通教材をみると次に示した
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3年 生鑑賞共通教材
○ 歌 劇 厂軽 騎 兵 」 序 曲
○ 「メ ヌエ ッ ト」 ト長 調
○ 「ポ ロネ ーズ」
主 な楽 器
ト ラ ソ ペ ッ ト
バ イ オ リ ン
フ ル ー ト
バ イ オ リ ン
4年 生鑑賞共通教材
○ 厂白鳥 」
○ 厂ホ ル ン協 奏 曲」 第 一・番
二長 調K412第 一・楽 章
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演奏表現においての工夫を考えさせることにより,鑑 賞 と表現の一体化がはかられ,一 層音楽
的な力が生みだされるのである。既に記 したWeldの 鑑賞における分類の中で,分析的,知 的
な型とあったが,中 学年後半においては,身 体的発達,音 楽的発達にともない,徐hに 分析的,
知的な鑑賞のしかたに移行する時期 と考えられる。然 し,や や もすれぼ専門的な指導にまで深
くおちい りやすいため,児 童の音楽的能力を常々理解 し,総 合的な聴き方と分析的な聴 き方を
適宜考慮 しなが ら,指 導することが大切であろう。
高学年では,心 身の発達が成人にほぼ近い発達をみせるといわれている。中学年と比較 して
も,情 緒的にも知的な面においてもはるかに発達し,音 楽のとらえ方 も随分変化する。また,
低学年,中 学年に較べ鑑賞する力が養われ,落 着いて聴 くことができるようになり,多 少長き
にわたる大曲も聴 くことが可能となる。児童の聴 く力は益h増 大 し,楽 曲を全体的に味わいっ
っ,楽 曲の特徴づけている要素(リ ズム,メ ロディー,楽 器など)を 聴 き分けなが ら,楽 曲が
どのような構成でまとめられているか といった点にっいても理解を示すようになる。 したがっ
て教材を選択する場合 も,特 徴あるリズム,メ ロデ ィー,楽 器の音色や形式のはっきりしたも
のを教材として選ぶことである。
鑑賞にあたっては,児 童達の心身の発達及び音楽的能力の発達を判断 し教材を選択 し,選 択










の音楽 を感覚的にとらえる段階 とは,音 楽鑑賞活動においての第一歩であ り,音 楽全体の雰囲
気 を感覚的に受けとめた りする段階である。低学年においては音楽的な理解 も不充分であり,
また,身 体的に未分化なこの時期においては,鑑 賞曲をどのようにとらえさすかによって,そ
の鑑賞指導の方法 も変わる。低学年では,鑑 賞において感覚的に音楽をとらえさす ことか ら始
めねばならない。指導要領B「 鑑賞」(1)鑑 賞能力に関す る指導内容において,ω 旋律を口ず
さんだ り,身 体反応をした りしながら聴 くこと(第1学 年,第2学 年)α)リ ズム,旋 律及び
速さの特徴に気を付けて聴 くこと(第1学 年,第2学 年)と ある。旋律を口ずさむ とか身体反
応をしながら鑑賞さす ということは,そ のことにより感覚的に音楽をとらえさす ということに
外ならない。さて感覚的に音楽をとらえさすとなれば,具 体的にどのような指導が考 えられる
であろうか。ある楽曲を鑑賞さす場合に,机 を前に腰をかけ聴かすのみでは,身 体反応 をしな
がら鑑賞さすとか,リ ズム,旋 律,速 さなどの特徴を身でもって感じさせることは不可能であ
る。児童が鑑賞曲を聴 き,自 由に身動 きできる環境であればこそ,そ の音楽が表現しているも
のを自由な発想のなかで,感 覚的に理解 さすことがで













がで きるのである。速度に関しても,鑑 賞教材の速度に合わせ表現さすことを通して,速 度感
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〈 第1学 年 〉
「ガ ボ ッ ト」 ゴセ ッ ク作 曲
曲 は,moderato(中 位 の速 さ)で あ り,22(ま た は74)拍 子 か らな る軽 快 な リズ ムの 舞 曲で
あ る。A-C'の 複 合 三 部 形 式 。 軽 快 な リズ ム と,大 変 親 しみ やす い旋 律 で あ るた め,児 童
に と って もな じみ や す い 曲 で あ る。 舞i曲の た め,自 由 な発 想 で 曲 に合 わ せ 踊 らせ っ つ,曲 を理
解 させ る。 曲 の速 さに っ い て は,手 拍 子 を 打 た せ た り,行 進 を さ せ なが ら理 解 を深 め て い く。
バ イ オ リン の軽 快 な響 を 味 わ わ せ る。
厂お もち ゃ の兵 隊」 イ エ ッセ ル作 曲
行進するおもちゃの兵隊の描写音楽である。ファンファーレか ら始まる序曲によって曲は始
まり,A-B-Aの 複合三部形式にまとめられ,コ ーダ(結 尾部)が 付けられている。描写音
楽であるため,物 語風なところもあり,情 景を想像させなが ら聴かせる。指導者の方で話のす
じを作 り,身 体表現をさせながら聴かせることにより,一 層音楽を楽 しませる。
「お どる子 ね こ」 ア ソダ ソ ン作 曲
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初等教育における理解を深める音楽鑑賞法
原曲は,「 ワルツイソグ ・キャット」 という曲名の描写音楽で,そ の内容は,低 学年児童に
とって興味をおこさせる曲である。例えば,Aの 旋律2～3小 節 目にかけて,バ イオ リンが奏
するねこの鳴き声とか,最 後の部分で,ね こが犬の声で逃げる様子など,身 体表現を通 してそ
の情景を想像 させながら理解させる。また,そ れぞれの動物が どのような楽器で表現 されてい
るか,そ の音色にも気をっけて聴かす。AとBは,そ れぞれ速度が変わるため,身 体表現をさ
せなが ら速度の変化をとらえさせる。
〈 第2学 年 〉
「か っ こ う ワル ツ」 ヨナ ー ソソ作 曲
A-B-Aの 複合 三 部形 式 で作 曲 され,序 奏,コ ー ダ(結 尾 部)と もか っ こ うの 鳴 き声 を音
楽 で あ らわ して い る。3拍 子 の舞i曲で あ り,3拍 子 の軽 快 な リズ ム を味 わ わ せ な が ら,踊 りの
音 楽 を理解 させ る。 弱起 の 曲 の た め,拍 子 を と らせ る の にか な り難 しい 面 が あ るが,音 楽 に合
わ せ,手 拍 子 を打 た せ る こ とか ら理 解 さ せ る。AとBは,か な り曲 の感 じが 違 うた め,Aの リ
ズ ミカル な 面 と,Bの な め らか に進 行 す る流 れ を,身 体 の動 きか ら感 覚 的 に と ら え させ る。
「トル コ行 進 曲」 ベ ー トー ベ ン作 曲
演 奏 形 態 は,ピ ア ノ独 奏 曲 と管 弦 楽曲 が あ り,演 奏 形 態 に よ って 同 じ曲で あ っ て も,ど の よ
うな違 い が あ るか を比 較 さす た め に も,ピ ア ノ独 奏 曲 と管 弦 楽 曲 を鑑 賞 さす 方 が よい 。 曲は,
A-B-A-B-mコ ー ダ で構 成 され,同 じ旋律 が,何 度 とな く反復 され るの で,児 童 に とっ
て憶 えや す い 曲 で あ る。rか っ こ う ワル ツ」 の3拍 子 で踊 る感 じ と,2拍 子 で あ る行 進 曲 の感
じを,対 比 させ なが ら聴 か す こ と も,拍 子 の理 解 に役 立 っ。
「メ ヌエ ッ ト」 ヘ ソデ ル 作 曲
(歌 劇 厂アル チ ーナ 」 か ら)
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一
弦楽合奏で演奏される舞曲である。その主題は,バ イオリンで奏され,3拍 子の美 しい旋律
である。A(aa')B(bb')を 繰返 し演奏される。鑑賞曲ワルツやガボットの舞曲などと聴 き
くらべ,舞 曲の違いを感覚的にとらえさせる。簡単な振 りっけを考え音楽に合わせて踊らすこ
とにより,踊 りの曲(音 楽)で あることを理解させる。バイオ リンを中心にした弦楽合奏の美
しい響きを味わわせる。
以上,低 学年の鑑賞共通教材の指導の展開を簡略に記 してきたが,低 学年では,特 に感覚的
に音楽をとらえさせる点において,身 体反応つまり身体表現を通して,音 楽全体や リズム,速
さな どを理解させていくことが大切である。
ロ 中学年の鑑賞指導
低学年においては,感 覚的に音楽をとらえ,リ ズム,旋 律,曲 の速度感などを,身 体表現を
通 して理解する学習を積んできた。中学年 ともなれば,そ れ ら身にっけたものをもとに,楽 曲
の特徴とする要素に気づかせる能力を養 うことを,指 導要領で記されている。例えぼ,部 分的
な曲の変化,反 復などを聴 きとらぜ,曲 の形に気づかせながらその対照的な美 しさを味わい,
曲のまとま りを感 じさせる。 また,各 楽曲で主に演奏される楽器,共 通教材からとりだす と
〈3年 生〉バイオ リン,ト ラソペ ット,フ ルー ト〈4年 生〉チェR,ホ ルン,ク ラリネット,
オーボーの音色に親 しませ,そ の他色々な楽器の音色に関心をもって,聴 く態度を身にっける
ことを,指 導内容の目標 としている。このような目標 をもとに,音 楽鑑賞を進める指導方法 と
して,一 例をあげ考察 してみたい。
レコード鑑賞前に,指 導者は,指 導に際 しての楽曲に関する理解 を深めておくとともに,児
童からの質問に対 して即答できるようにしてお くためにも,鑑 賞教材の資料を理解 しておかね
ばならない。また,児 童に対 しては,楽 曲の変化や楽曲で演奏される主な楽器などを,興 味深
く理解さすため,楽 器解説を含めた楽曲に関する解説(テ ープ吹込)と スライ ドを用いて事前
指導を行 うことにより,あ らかじめ鑑賞曲の理解を深めてお く。
第3学 年鑑賞共通教材,歌 劇 「軽騎兵」序曲(ス ッペ作曲)を 例にして,教 材用の鑑賞にお
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ける資料,及 び児童に対す る事前指導にっいて具体的に示 してみる。
第3学 年鑑賞共通教材
歌劇 「軽騎兵」序曲 ス ツペ作 曲
1〈 指導者資料(教 師用)〉
1作 曲者 にっ い て
ス ヅペ,SupPe(1819～1895)ウ ィ ー ンで 活 躍 した 作 曲家 。少 年 時 代 か ら フル ー トの演 奏 に
長 じ,13歳 頃 か ら和 声 学 を勉 強 し,ザ ー ラ の フ ラ ソ シス コ教 会 の た め の ミサ 曲 を作 曲 した。 父
の死 後 ウ ィー ンに移 り,ジ ー モ ソ ・ゼ ヒタ ー,イ グナ ー ツ ・クサ ヴ ァ ー ・ザ イ フ リー トに 師事 。
後 に 指 揮 者,作 曲家 と して活 動 を始 め る。43歳 の時 か ら76歳 の生涯 を終 え るま で,作 曲面 に お
い て は,特 に 喜 歌 劇 作 曲家 と して名 声 を得 る。 指 揮 者 と して は,ア ソ ・デ ィ ア ・ウ ィー ソ劇場
で 活 躍 した 。 「ス ペ ー ドの 女 王」 「美 しい ガ ラー テ ア」 「軽 騎 兵 」 な ど211曲 に 及 ぶ 作 品 を残
した 。 当 時 「青 き ドナ ウ」 「ウ ィー ソの森 の物 語 」 な どを作 曲 した ヨハ ソ ・シ ュ トラ ウス が 活






この曲は,歌 劇 「軽騎兵」の中で演奏される主な旋律を5っ とり
だし,作 られたものである。全体を3っ に分けるとすれぼ(A)行進
⑧戦友の死 ㈹行進に分けられ,曲 の最初に,出 発を告げる トラン
ペ ッ トの フ ァ ソ フ ァ ー レ(序 曲)と,最 後 に コ ー ダ が っ く。
序 曲 は,オ ペ ラ の最 初 に演 奏 され る もの で,そ の オ ペ ラの 内容 を暗 示 した り,オ ペ ラ の中 に
で て くる旋 律 を,と りま と めた も ので あ る。
3指 導の展開
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イ)軽 騎兵の軽快な感じ及び㈹行進(B)戦 友の死 ㈲行進の音楽の変化を味わわせる。
ロ)ト ランペ ットのきらびやかではなやかな音色に親 しませ,楽 器の形の理解 も含め鑑賞
させる。
ハ)序 曲及び行進の部分を口ずさませ,こ の曲の軽快な感 じを感じとらせる。
以上は,教 師用の授業に際して理解を深めておくための資料である。
II児 童に対する事前指導
〈 解 説 〉
(軽 騎 兵1)今 日は 勇 ま しい 音 楽,歌 劇 「軽 騎 兵 」 序 曲 を,皆 さん と音 楽 鑑 賞 しま し ょう。 こ
の軽 騎 兵 は,ス ッペ とい う作 曲家 が 作 った 曲 で,今 か ら100年 以 上 も前 に 作 られ
た 曲 で す 。
(軽 騎 兵2)オ ース ト リア で 活躍 した作 曲家 ス ッペ は,音 楽 の都 ウ ィー ンの 中心 街 に住 ん で い
ま した 。 この 曲 は,現 在 の ウ ィ ー ンの オ ペ ル リン グ とい うに ぎや か な通 りに面 し
た所 で 作 られ ま した 。 当時 の ウ ィ ー ンは,大 変 静 か な と ころ だ った ので し ょ うね 。
(軽 騎 兵3)ま た,ス ッペ は,「 軽 騎 兵 」 の他 に も美 しい 曲 を沢 山 作 りま した 。 そ の功 績 を た
た え、 ウ ィー ン郊 外 に あ る中 央 墓地 に は,ベ ー トー ベ ンや シ ューベ ル トのお 墓 と
と もに,ス ッペ のお 墓 もお 祭 りして あ り,今 で も多 くの人hが お 参 りされ ます 。
(軽騎 兵4)さ て,皆 さ んは トラ ンペ ッ トとい う 楽 器 を既 に知 って い ま す ね 。 今 日鑑 賞 す る
「軽 騎 兵 」 序 曲 の最 初 は,こ の トラ ンペ ヅ トが 中心 に演 奏 され ます 。 トラ ソペ ッ
トは どの よ う な音 をだ す ので し ょうね 。 それ で は これ か ら演 奏 され る最 初 の部 分
を聴 きま し ょう。(序 奏 の部分 鑑 賞)大 変 勇 ま しい感 じが しま した し,ま た,ト
ランペ ッ トは,き ら びや か で は なや か な音 です ね 。 さ あ,そ れ で は,馬 に 乗 った











トの 他 に も,色 々 な楽 器 の音 色 が で て きます 。
よ く耳 をす ま して聴 きま し ょ う。
(全 曲鑑 賞)
(軽 騎 兵5,6,7)※ 軽 騎 兵5一 行 進
軽 騎 兵6一 戦 友 の死
軽 騎 兵7一 行 進
で ス ライ ドを切 り替 え る。
大 変 勇 ま しい活 発 な音 楽 で した が,途 中 少 し静 か な とこ ろ
もあ りま したね 。 最 初 にで て きた トラ ンペ ッ トの旋 律 は ど
ん な旋 律 だ った で し ょ う。 思 い 出 して 口ず さん でみ て下 さ
い。
〈解 説 〉 は テ ー プ吹 込 み に よ る。
(軽 騎 兵1…)と あ るの は,ス ライ ドで あ って,上 記 の よ うな情 景 が 写 し 出 され てい る。
以 上 は,レ コー ド鑑 賞 の 事 前 指 導 と して,一 例 を示 した もので あ るが,児 童 に,鑑 賞 曲 「軽騎
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兵 」 序 曲 を,視 覚(ス ライ ド)と 聴 覚(テ ー プ)か ら理 解 を深 め る こ とを 目的 に,指 導 す る も
ので あ る。(軽 騎 兵1)で は,こ れ か ら聴 く音 楽 の イ メ ・一ジ を描 か せ(軽 騎 兵2,3)に お い
て は,作 曲 者 ス ッペ に対 す る理 解 をす る。(軽 騎 兵4)で は,ト ラ ソペ ッ トの音 色 及 び楽 器 の
形 を理 解 し(軽 騎 兵5,6,7)に お い て,全 曲 を聴 か せ なが ら,「 軽 騎 兵 」 序 曲 の変 化,っ
ま り曲 の形 に気 づ か せ る こ とをね らって い る。
鑑 賞 に あた って,そ の 指 導 方法 は,多 種 多 様 で あ るが,指 導 に際 し大 切 な こ とは,興 味 あ る
指 導 内容,児 童 に と って わ か りやす い指 導 で あ ろ う。 児 童 が 楽 しみ な が ら聴 くレ コー ド鑑 賞 に
よ り,意 欲 が 高 め られ,効 果 的 で よ り高 い授 業 の発 展 が 考 え られ る ので あ る。
ハ 高学年の鑑賞指導
小学校高学年 ともなれば,音 楽的活動 も活発とな り,音 楽に対する理解力もかなり培かわれ
て くる。合奏する力,合 唱する力,読 譜力,楽 器を演奏する能力もかな り進歩する。また,鑑
賞する聴 き方 も,感 覚的に音楽をとらえ,リ ズム,速 度感などを身体表現を通 して理解 した低
学年,楽 曲の形,音 楽の変化,反 復を聴きとる力及び楽器の音色を味わいっっ鑑賞 した中学年
から較べれぼ,よ り高度な鑑賞のしかたへ と進むのである。高学年では,鑑 賞曲の美 しさを全
体的に味わいつつ,音 楽の要素 と曲想 とのかかわ りに気をっけ,楽 曲の構成を分析的にとらえ
て聴 くこと,ま た,楽 器の音色及び人の声の特徴を感 じた り,そ れ らの組合わせによる響きを
味わいっっ鑑賞することが指導内容の基本 とされている。中学年においては,曲 の構成のとら
え方 として,反 復及び変化に気づかせなが ら,そ の対照の美 しさを感 じとらせ,そ のことか ら
分析的な聴き方を漸次身にっけることを目標 としていた。然 し,高 学年 ともなれば,各 部分の
旋律が どのような形で変化するか,ま た,楽 曲全体の構成がどのようにまとめられているかな
ど,ま た,リ ズム,旋 律,拍 子,和 声,速 度,強 弱,音 色など,音 楽に含まれる色々な要素 と
か,楽 曲全体の構成が,作 曲者自身のイメージと創造によって,表 出されていることを理解さ
すことも可能である。例えば,6年 生鑑賞共通教材 「春 の海」は,作 曲者宮城道雄が,春 の海
ののどかさを,日 本の楽器 と旋法によって,そ の情景を音楽に表現したものである。指導にお
いては,尺 八と箏の調和のある調べを味わわせっっ,楽 曲の構成が,三 部形式によって作られ
ていることを理解させる。次に,形 式の各部分(第 一部㈹ 第二部(B)第 三部㈹)が,作 曲者
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部で静かに打寄せる波 を表現し,尺 八が,高 声
部でのどかな春の海辺の風景を表わしている。
打ち寄せる波 とか春の海辺の表現を,作 曲者が
どのようなリズム,旋 律,音 色,速 さで表わそ
うとしているか,そ の情景と音楽のな りたちを






(第二部)箏 のこまかなリズムの変化 と,尺 八
によるなめらかな旋律の対比が,調
和 よく流れ,櫓 拍子や,の どかな船









鑑賞指導において,聴 く音楽の曲名や内容を,事 前に知 らせずに聴かす方がよいとよくいわ
れる。然 し,そ のことは,鑑 賞する音楽の種類によって,効 果あるものとそ うでない ものとを
判断せねばならない。特に描写音楽とか標題音楽にっいては,曲 名を知 らせ,音 楽で何を表現
しているか という指導が必要である。児童は,そ れによって音楽の要素や,音 楽の表現なども
学びとるのである。
児童は,鑑 賞することにより,音 楽の総合的な理解を深め,演 奏における表現のしかたや,
創作における曲の作 り方などにも,大 きな力となるのである。意図 もせずただ音楽を聴かすの
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みでは,鑑 賞において何の効果も望めない。子 ども達の発達をみっめ,音 楽的な理解力を観察
しながら,指 導内容を豊富にすることにより,児 童により優れた音楽的能力を,身 にっけさす
ことができるのである。
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